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１ 研究主題 

 

 

 

２ 研究の具体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究の検証及び改善の手立て 

 

 

 

 

 

ふるさと学習テキスト「まおの里」を活用したカリキュラム・マネジメント 

○ アンケートから「地域の良さを知り，伝統や

文化を大切にしている」児童が 85 名から 101

名に増え，11％上昇している。ふるさと学習を

通して，地域の史蹟の価値を知ったり，今後守

っていくのは自分たちであると自覚したりする

児童が見られるようになった。 

○ フィールドワークやゲストティーチャーによ

る学習の充実。 

○ 学習の成果を発信する場の設定。 

視点１ 

 

 

 

・３年生から６年生までが「まおの里」

を共通のテキストとして扱う。 

・各学年で取り扱うテーマを定め，領域

別に学習する。（フィールドワーク） 

・「まおの里」教師用手引きを作成。 

ふるさと学習テキスト「まおの里」

を活用した総合的な学習の時間 

 

視点２ 

 

 

 

・「まおの里」編纂で協力を得た。 

・地域リソースを活用しゲストティーチ

ャーとして招く。 

・「まおの里」記載の史蹟の学習を，地域

参加型の全体学習として推進。 

(R2年度：仲村城址， R3年度：出水) 

コミュニティ・スクールを活用し

た地域一体型教育の取り組み 

 

視点３ 

 

 

・情報収集，整理 

・表現物の作成 

・ICTを活用した教材開発 

ICT機器活用 

ふ
る
さ
と
学
習 

自らを成長させ，地域を自慢し，自らを生かす子ども 

地域の一員としての自覚 

地域に誇りと愛着をもつ 

３年生 中村不動院 ５年生  

こんぴら街道 

出水学習（地域参加型） 


